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１ 単元名「はる なつ あき ふゆ ぼくの・わたしの木や花」 

～なつとなかよし～ 

  

２ 単元の目標   

 夏の公園や校庭で身近な自然を観察したり，それらを利用して遊ぶことを通し

て，四季の変化に気付き，自分たちの生活を楽しくしたり，季節に関わる活動や

行事に関心をもって関わったりすることができる。 

 

３ 評価規準 

評価の観点 単元の評価規準 

進 
身近な環境や

自分について

の気付き 

① 夏の自然の特徴や変化に気付いている。 

② 夏の特徴を生かした遊びがあることや，季節によって生活

の様子が変わることに気付いている。 

芯 
活動や体験に

ついての思考 

・表現 

① 諸感覚を使って，夏の植物や虫を観察したり，夏の草花で

工夫して遊んだりしている。 

② 観察したり体験したりしたことを絵や文章を使って表現

し，伝えたり，友達の発表を聞いて，自分の考えを広げた

りすることができる。 

心 
生活への 

関心・意欲・

態度 

① 夏の自然に関心を持ち，自然を利用してみんなで楽しく遊

ぼうとしている。 

② 身近な自然，季節や地域の行事に目を向け，進んで関わろ

うとしている。 

 

４ 単元について 

（１）単元観   
小学校学習指導要領解説 生活編の内容（５）「身近な自然を観察したり，季節

や地域の行事に関わったりするなどの活動を通して，それらの違いや特徴を見付

けることができ，自然の様子や四季の変化，季節によって生活の様子が変わるこ

とに気付くとともに，それらを取り入れ自分の生活を楽しくしようとする。」をも

とに単元を構成している。 
夏に特化したこの単元では，公園や校庭の様子の春から夏への変化に気付き，

夏ならではの遊びや観察に取り組む。友達と気付きを共有したり，一緒に遊んだ

りすることで，夏に存分に親しむ単元である。 
 

（２）児童の実態    
   本学年の児童は，入学から数ヶ月が経ち，様々な学習に前向きに楽しく取り組

むことができている。生活科では，２年生に学校探検に連れて行ってもらい，ア

サガオの種をプレゼントしてもらうところからスタートし，現在もアサガオの世



話に取り組んでいる。種から自分が世話をしていることで愛着をもち，観察を続

けている。春の校庭・公園探検ではたくさんの新しい発見に喜ぶ姿が見られた。 
   しかし，楽しく意欲的に学習する反面，生活科に限らず，様々な学習場面で，

考えや思ったことを適切な声ではっきりと話すことが苦手な児童も少なくない。 

生活科のアンケートでも，「自分の考えをはっきりと伝える」を苦手と感じてい

る児童はやや少ないが，約７パーセントいる。「考えを比べながら聞くことができ

る」が苦手だと感じている児童の割合が約 23 パーセントと，かなり高く，伝え合

う力は意識して育てていきたい。 

また，まだ入学して間もなく，学習経験がまだ少ないこともあり，「もっと調べ

てみたいことを見付けることができる」ができていないと感じている児童は 19 パ

ーセント，「勉強したことを，家や普段の生活で使っているか」できていないと感

じている児童は約 21 パーセントと多めである。夏の自由研究とも関連付けなが

ら，この単元でこれらを経験させていくきっかけとさせたい。以上の実態から，

本単元では「芯」の「観察したり体験したりしたことを絵や文章を使って表現し

伝えたり，友達の発表を聞いて，自分の考えを広げたりすることができる。」

や，「進」の「夏の自然の特徴や変化，遊びを作り出す面白さ，みんなで遊ぶ楽

しさに気付いている。」を重点的に育てていきたい。 

 

（３）指導観 

本単元では，学びを広げ，深めるための効果的な学習過程の工夫として，単元

を３段階に分けて計画した。 
ステップ１では，近隣の公園の夏の植物や自然の様子に関心をもち，観察した

り，自然とふれあって遊ぶ体験をしたりする。児童は春にお気に入りの木や花を

決めており，愛着をもってよく観察することで，季節の移り変わりを感じる心を

育てていく。お気に入りの木や花を観察すると自ずとその周りにも目が行き，そ

の変化にも気付くことがねらえる。また，友達の発見を交流し，夏の自然の様子

について幅広く知り，もっと夏と仲良くしたいという気持ちを芽生えさせる。 
ステップ２では，夏休みに入るということに関連させて，この機会に夏を利用

した遊びや調べ学習をしたいという意欲につなげ，夏にしてみたいことを具体的

に考えさせる。また，夏休み後には，夏の体験や夏ならではの自由研究などを発

表し合い，みんなでやってみたい活動を話し合って考える。 
ステップ３では，児童がみんなでやろうと決めた夏の遊びを実際に楽しみ，活

動を通して気付いたことや思ったことを学習カードにまとめる。季節と触れ合っ

て遊ぶ楽しさや，楽しく自然と関われる自分や友達の良さに気付かせていく。 
 

（４）ＳＤＧｓとの関連 

  本単元は，ＳＤＧｓ１５「陸の豊かさも守ろう」に関連  
して設定している。 

  本校の位置する江東区は田畑や山野からは遠い地域であ

り，自然の中の四季を感じるための環境としては難しい地

域でもある。だからこそ，校庭や公園を十分に活用し，俳

句や生活科でなるべく多くの機会を作って、様々な角度か

ら四季を感じさせ，意識的に体験させていくことが必要で

ある。 



  １年生の生活科で豊かな自然体験を積むことで，季節の移り変わりを楽しみ，

生活の中に取り入れる習慣へとつなげ，自然を大切にしながら親しむ姿勢につな

げていく。 
 

５ 研究主題に迫るための手だて 

（１）ＥＳＤカレンダーをもとにしたカリキュラム・マネジメント

 
１年生の生活科は，四季に関わる四つの単元がある。この四つの単元の関わりを

より深め，学びの意欲を継続させるために，一つの植物を継続して観察するという

活動を行い，単元同士のつながりを強める工夫をしている。また，夏を扱う本単元

では，夏休みに関連付けることで夏との関わりをより深めることをねらい，夏休み

を組み込んだ単元構成にした。 
他教科等との関連では，国語科の学習と必要に応じて連携し，合科的に取り組

んでいる。 
友達に考えを伝えたり質問をしたりする活動は，国語科の話すこと・聞くことの

学習との結びつきが強く，本単元では，国語科の「おもいだしてはなそう」で，詳

しく思い出したことを話し，きちんと聞くことによってできる質問をするという学

習が生かされることが期待される。 
また，観察カードを書く場面では，国語科の「おおきくなった」で学習した，丁

寧に観察して記録するための観点や、表現方法の「書く」学習が生きてくると思わ

れる。 
年間を通して取り組んでいる俳句も，生活科での体験と双方向に生きている。他

にも，木や花の大きさや長さを表現するときに，算数の「ながさ」の学習を意識的

に使うようにしていく。また，秋にドングリやまつぼっくり，落ち葉を探すなどの

活動と合わせ，図画工作科での「秋のおもちゃを作ろう」の活動を行うなど，様々

な場面で教科等横断的に学習を組み立てていく。 



１年生は，生活科や国語，俳句などのカリキュラムを効果的に組み合わせること

で，自然や季節にたっぷり触れ，体験したり表現したりする時間を確保し，豊かな

感性を育みたい。 
 

（２）問題解決のための学習過程の工夫 

①学びに火をつけるための工夫 

 [お気に入りの木を継続して観察する] 
 春に公園探検に行ったときに，「お気に入りの木や花」を一本決めている。植

物に愛着をもって継続して観察させることで，季節の変化によく気が付き，詳

しく木の様子や周りの様子を調べるということをねらった。 
②自分の気付きを深める活動 

[イメージマップの活用] 
グループで夏についてのイメージマップを作る。それを元に，夏にやってみ

たい遊びや調べ学習のアイディアを出し合い，夏休みにしてみたい活動を具体

的に考える。 
③対話的な活動 

[全体やグループでの交流] 
グループで夏に関する物事を言い合い，イメージマップに書き出したり，夏

の特長を生かした活動を出し合ったりする交流活動を行う。また，全体では，

グループで出し合った様々な気付きを黒板上に整理したり，夏の特徴を生かし

た活動のアイディアを共有したりする。それによって，自分の気付きだけでな

く，グループや全体での意見を聞くことで，より自分の考えが広がったり，ア

イディアが増えたりすることに気付かせたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



６ 単元の指導計画と評価計画 

 

段

階 

学習 

過程 
時 ねらい 学習内容・学習活動 

重点評価規準 

心 芯 進 

ス
テ
ッ
プ
１ 

学
び
に
火

を
つ
け
る 

① 

校庭を探検し，夏の虫や植物に関心を持つ。 

夏の校庭に出て，見付けたことや気付いたことを付箋に書いて校庭マ

ップに貼り，春とは違うことがあることに関心をもつ。 
〇   

調
べ
る 

②

③ 

公園でお気に入りの植物を観察したり，遊んだりする。 

公園へ行き，春と比べて周りの様子や自分のお気に入りの植物の変化

を観察する。 

夏の自然と触れ合いながら，ルールを守って公園で遊ぶ。 
〇  〇 

ま
と
め
る 

④ 

お気に入りの植物の変化や発見したことをカードに書き，紹介する。 

公園で気付いたことやお気に入りの植物についてカードに書き，グル

ープ内で紹介し合う。  〇 〇 

伝
え
合
う 

⑤ 

 

本

時 

夏の校庭や公園で発見したことを元に夏休みにしたいことを考える。 

校庭や公園で発見したことを振り返り，夏の特徴をまとめ，もっとや

ってみたいことをグループや全体で考える。 

夏休みにやりたいことを見付け，夏休みの活動の見通しをもつ。 
〇 〇  

ス
テ
ッ
プ
２ 

学
び
に
火

を
つ
け
る 

⑥ 

夏休みにやってみたい活動を交流する 

夏休みに向け，夏を利用した様々な遊びや活動を考え，計画をたて

る。おうちの人にも協力してもらえるようお願いする。 
〇   

調
べ
る 

ま
と
め
る 

 

（夏休み） 

夏ならではの遊びや，観察，調べ学習に取り組む。（家庭）    

伝
え
合
う 

⑦ 

夏休みの体験を発表し合う。 

夏休みの体験を発表したり質問し合ったりして，みんなで取り組みた

いことにつなげる。 
 〇 〇 

ス
テ
ッ
プ
３ 

学
び
に
火 

を
つ
け
る 

⑧ 

友達の行った夏休みの活動から，みんなでやってみたいことを選ぶ。 

夏休みの体験を発表したり質問し合ったりして，みんなで取り組みた

い活動を話し合って決める。 
 〇 〇 

調
べ
る 

⑨

⑩ 

夏の遊びや活動をみんなで楽しむ。 

夏ならではの遊びに親しむ中で，自然の不思議に気付いたり，遊びに

工夫を加えたりする。 

 

〇 
 〇 

ま
と
め
る 

⑪ 

体験して気付いたことをまとめる。 

単元を通して，夏について知ったことや，夏の遊びなど，夏について

の学習をカードにまとめる。  〇  

伝
え
合
う 

⑫ 

カードを発表し合い，秋の活動につなげる。 

まとめのカードをグループで発表する。学習を振り返り，秋への活動

への意欲をもつ。 
 〇 〇 



７ 本時（全１２時間中の４時間目） 

（１）目標 
校庭や公園で発見したことを発表し合い，夏の特徴をつかむ。 
夏の特徴を取り入れた遊びや生活の工夫を考え，もっと夏の自然と関わりたいとい

う意欲をもつ。 
 

（２）展開 

時

間 
◯学習内容  

・指導上の留意点，配慮事項 

○評価規準（評価方法） 

導

入 

５

分 

 

◯校庭や公園で発見したことを振り返る。 

 Ｃ：感じたこと  Ｃ：木の変化 

 Ｃ：見付けた虫  Ｃ：やってみた遊び 

 

 

・振り返るための手がかりと

して，実物や，写真，絵を

掲示する。 

 

展

開 

25

分 

○全体で，夏に発見したものの大まかなイメー

ジマップを作り，続きをグループで思い起こ

して書き出す。 

 Ｃ：夏と言えば，うみだね→船→魚→魚釣り 

 Ｃ：せみがいたね→抜け殻→虫取り→カブト

ムシ 

 Ｃ：かきごおり→お祭り→おみこし 

○イメージマップを元に，夏の特徴を取り入れ

て，遊びたいこと，やってみたいことをグル

ープ内で出し合い，短冊に書く。 

 Ｃ：プール   Ｃ：どろあそび 

・イメージマップの経験が少

ないので，全体で確認しな

がら説明する。 

 

〇自分の考えを伝えたり，友

達の発表を聞いて，自分の

考えを広げたりすることが

できる。（芯）（活動・ワ

ークシート） 

ま

と

め 

15

分 

○書いた短冊を黒板に貼り，夏の特徴を取り入

れた遊びや活動を全体で共有する。 

 

 

 

〇夏休みに向け，もっと夏と仲良くなるために

やりたい遊びや活動をワークシートに書く。 

 Ｃ：ぼくはさかなつりをしてみたい。 

 Ｃ：海へ行くので，貝殻でお家をつくってみ

たいな。 

 Ｃ：カブトムシをつかまえたい。 

・自分の気付きや思いを表現

しやすいワークシートを工

夫する。 

・夏休みの自由研究と関わり

合わせる 

〇身近な自然，季節や地域の

行事に目を向け，進んで関

わろうとしている。（心）

（発表・ワークシート） 

（３）授業観察の視点 

① 年間を通して「お気に入りの木や花」を決めることで愛着をもたせて観察する

単元構成や夏休みを視野に入れた単元構成は学びに火をつけるために適切か。 
② 夏についてのイメージを広げたり，夏を生かした活動への意欲につなげたりす

るために，イメージマップの活用は適切だったか。 
③ 全体での交流や，グループ活動は，自分の考えを伝えたり，友達の意見によっ

て考えを広げたりするために適切だったか。 

なつともっとなかよくなろう！ 


